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2.研究の目的
本研究では.素材製造業において"資源再生産型Mのプロセス制御を実現するために､工
程内に組み込まれて､迅速かつ高精度に元素組成･含有量を提供することができる分析方
法を開発する｡ M資源再生産型社会Mを実現するためには､スクラップやスラグダスト等の
副産物に代表される､従来は廃棄されていた素材の再利用および再製品化が求められてい
るが､そのような循環プロセスを実現するためにその元素組成の情報および制御が不可欠
である｡例えば､飼スクラップ材の再利用を考えると､その中には主成分の鉄以外にさま
ざまな微量元素を含んでいる｡一方､現在市場を流通している薄板材等の高級網種は微量
添加元素を104%(ppm)のオーダで制御しており､原料材の組成制御を重要視しなければな
らない理由は明白である｡連続的に操業されかつ刻々変化する操業条件に対応するため､
オンライン/オンサイト分析法､すなわち､その場で前処理なしに固体試料をそのまま分
析することができる新たな元素定量分析法が必要である｡本研究は､減圧レ-ザ誘起プラ
ズマを励起源とした発光分光分析法により､この分析課題を解決できる分析装置の開発を
目指すものである｡
3.研究経過とその成果
(1)レ-ザ誘起プラズマ測定セルの作製
金属スクラップ素材の元素分析に最適な､減圧レ-ザ誘起プラズマ測定セルを設計製作し
た｡内部を減圧にするためにシリコンゴムのガスケットを使用し､測定対象物に密着でき
る構造を持つ測定セルを作製した｡油回転ポンプを使用し真空排気口によりセル内部を排
気して､数Paの真空雰囲気保つことが可能であり､また､ガス導入口より一定流量のア
ルゴン等のガスを導入することができる｡プラズマ生成のためにNd:YAGレ-ザを使用
し､レ-ザ導波用の光ファイバケーブルにより､セル内部に導かれ試料表面に照射され
る｡発生したプラズマからの試料原子の発光は､スペクトル測定用の光ファイバケーブル
によりI CCD分光器へと導かれる｡金属スクラップ素材の元素分析に最適な､減圧レ-
ザ誘起プラズマ測定セルを設計製作した｡減圧レ-ザ誘起プラズマ測定セルとヘリウムグロ
ー放電プラズマとの複合型プラズマセルを試作し.前者は高速分析用として後者は高精度分
析用として実験室レベルでは使用できることを確認した｡
(2)分析装置の組み立てと特性評価
分析条件の最適化を検討した｡発光強度が最大となる条件および発光強度の変動が最小
となる条件を調べるため､実験パラメータとしてセルのプラズマガスの種類や導入圧力､
レ-ザ出力､観潮タイミング(時間分解謝光) ､観測部位(空間分解謝光)等を検討し
た｡最適謝定条件において､変動係数が5 %程度での定量分析が可能となり､実用分析装
置としての適用が可能であることを確認した｡
(3)関連研究､グロー放電発光分光法による高速定量分析法の開発
レ-ザ誘起プラズマ発光分析法と同様に､固体試料の直接分析が可能なグロー放電発光
分析法についても､金属スクラップ素材の分析に関する研究を行った｡新しい励起源や測
光法の開発を行い､特に分析値の高精度化に寄与できる測定装置の開発ができた｡この成
果も併せて報告する｡
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